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創造表現コース

で 年間学び、同大学院に進学しました。大学院
進学のきっかけは、自分の作品をより深めていき
たいという思いがあったとともに、もっと傍で学
びたいと思える先生に大学で出会えたことでし
た。大学院では、多くの自由な制作時間が確保で
きるとともに、専門的な美術史や絵画技法などを
学ぶことができます。
　大学では、専門的な知識や技法を多く学びます
が、やっぱり制作のモチベーションや軸になって

ずっと変わらないものだと思います。
　大学は、「自分から学ぶ場」であり、「自分から
発信する場」でもあります。制作場所や制作時間
が十分に与えられ、学内のアートプロジェクト等
に参加すると先輩・後輩との繋がりも増えていき
ます。いろいろと参加してみたり、自ら企画を立
ててみたり、試行錯誤しながら、失敗もしなが
ら、そのなかで少しずつ成長させてくれる場所だ
と思っています。
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体全体を使って制作をすることが多いです。 大学の卒業制作として提出した作品です。

　私はいつも「自分が好きなこと」と「自分が上手に

できること」が異なったため悩んでいました。創造表現

コースでは、自分が今まで知らなかった美術の世界を

たくさん体験することができ、それが今の私の基盤に

なっていると常日頃から感じています。

　高校３年間は、毎日個性あふれる仲間と楽しく美術

を学び、励まし合い、それぞれの道を応援した、素敵

な思い出ばかりです。

　進路を考えていた時、社会に何か貢献したいという

思いは子供の頃から変わらず、漠然とではあります

が”架け橋”としての役割をできればと思い、色々な

人と出会いたい一心で韓国の大学に進学しました。大学

生の頃、１年休学して務めた会社が韓国のLINE Plus 

Corporationだったのですが、まさに時代を代表する

メッセンジャーアプリ事業に出会い、新しい領域に挑戦

することができました。

　ちょうど私たちの世代は、俗にいうガラケーからスマホ

に変わる世代で、中/高/大学生になるまで情報や携帯、

インターネットなどの環境が激しく変わった時代でも

あったため、オンラインサービスというカテゴリーは

とても新鮮でした。

　卒業後BX(Brand Experience)デザイナーとして数ヶ月

勤めましたが、今は活動領域を広めアジアを横断した

ビジネスのブランディングマーケターとして奮闘して

います。ほぼ毎日新しいことに出会っては試行錯誤し、

一人でも多くの役に立てるよう頑張っている環境にい

れることはとても幸せなことだと思っています。
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